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坂本 敏美

愛称は「あいほっと」
５月２６日に二戸市病児施設の

開所式が開催されました。病児

施設は急な発熱などで保育所

を利用できない子供を一時的に

預かるサービス。テープカットは

当地協の事務の大滝裕子が長

女と二人で参加しました。６月１

日より運営開始。（岩手日報

5/27より）

5月28日～29日に久慈地区と二戸地区で、働く仲間の通勤時間に「緊急街宣行動」を実施しました。今国会で

の最大の焦点である「働き方改革関連法案」は衆院厚生労働委員会で強行採決され、29日の本会議で通過さ

れる見通しの状況です。この件について多くの働く仲間に関心を寄せていただくために実施しました。

「高度プロフェショナル制度」は業務量や望まれる成果が大きくなれば長時間労働を招き、過労死につながる

危険性があります。企業の為の「働かせ改革」ではなく、真に働く者の為の「働き方改革」でなければなりません。

久慈・二戸地区で推薦議員の方から街頭演説を行っていただきながらティッシュ配布を行いました。

豊巻直子久慈市議の演説 三浦健二幹事（岩教組県北） 大泉純輝事務局次長（東北電労）

鈴木忠幸二戸市議の演説 地協事務の大滝裕子 久慈市は「まちの日」でした

二戸駅前では待機中の全自交・

玉川観光支部が車窓を開けて演

説を聞いていただいてました。
当日に指名されて緊張しまし

た (#^.^#)娘の服にはチョコ

レートがべっとり・・・


